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本校の実態
地域 ７０４戸

協力的である。公民館活動が盛んで、各地区
で公民館大会等が催されている。

保護者 ６３戸 父子家庭２戸、母子家庭２戸
授業参観や学校行事の出席率は、常に９０％
を超え、学校への支援を惜しまない。

児童 ９０名
◇真面目で明るく、無邪気である。
◇表現力にやや欠ける。
◇学力は、全国平均並み。

教職員 １３名 ＋ ◇特別支援教育支援員１名
（児童生徒支援加配教員１名）
（栄養教諭１名）

夢やあこがれを抱き、志の実現に向けて
努力する霞翠っ子の育成

◆豊かな人間性と確かな学力を身につけた子どもを育てる学校教育の実現
◆郷土を愛し、学ぶ姿勢を育てる生涯学習の推進
◆差別や偏見を決して許さない人権教育・同和教育の推進
◆豊かな郷土文化の振興と文化財愛護の思想
◆健康で活力ある心と体を育てる体育・スポーツの指導

壱岐市教育努力目標

学校教育目標

学校は、子どもたち一人ひとりの夢やあこがれを育む場所です。
そのために、自分や人の命がかけがえのないものであることを教えます。
学力を高めます。社会のルールを教えます。体力をつけます。

やりたくてもやってはならないこと、やりたくなくてもやらなければいけな
いことを体験を通して学ばせます。



コミュニティ・スクール導入の経緯

平成１４・１５・１６年度
長崎県教育委員会指定

「タフな子どもを育むための実践モデル事業」
研究指定

研究主題
生きる力を身につけたタフな霞翠っ子の育成
～地域との関わりを大切にした体験的な活動を通して～

コミュニティ・スクール導入の経緯

生きる力を身につけたタフな霞翠っ子の育成
◇一人でも生きられる強さをもつ子ども
◇ともに生きようとするやさしさをもつ子ども
◇最後まであきらめないねばり強さをもつ子ども

■真に磨き合い、高め合い、子どもから逃げない教師集団の実現
■タフで主体的な子どもを育成するための独自のカリキュラム

■厳しさとやさしさを併せもち、子どもの規範たる親の育成
■これまでの常識にとらわれない独自の学校運営



コミュニティ・スクール導入の経緯

教職員・保護者・地域住民が
一体となった学校運営

タフ事業実行委員サポーターの創設
名称：翠の会

(保護者１０人、教員ＯＢ３人、地域住民１３人)

組織の必要性

コミュニティ・スクール導入の経緯

◇平成１７年度～１８年度
「コミュニティ・スクール推進事業」調査協力校

◇平成１９年度～２４年度
「放課後子ども教室推進事業」研究指定

翠の会の見直し（平成１８年度）
協議会組織と実践部組織へ

平成２４年度～平成２９年度
市教育委員会指定「コミュニティ･スクール」



翠の会組織図

霞翠っ子育成協議会組織

地域実践部

・在部連合公民館長 ・青少年健全育成協議会長
・在部地区老人会代表 ・民生委員児童委員協議会代表
・在部地区婦人会代表 ・更生保護女性会代表
・元学校関係者
・前年度霞翠っ子育成協議会役員

家庭実践部
・ＰＴＡ本部役員 ・体育校外補導部長
・文化部長 ・保健給食部長
・研修部長 ・学級長部長

学 校
・校長 ・教頭 ・教務
・他必要に応じて教職員



霞翠っ子育成協議会の目的

本会は学校・地域・家庭・地域社会が一体と
なって、よりよい教育の実践に取り組むため
の活動を推進することを目的とする。

霞翠っ子育成協議会の役割

(1)地域住民・保護者・学校が双方向の信頼関係を深め、地域に
に信頼され、開かれた学校作りを推進すること。

(2)地域住民・保護者の意向を的確に学校運営に反映させ、創意
工夫しながら特色ある学校づくりを推進すること。

(3)地域住民・保護者・学校が相互に意見を出し合い、それぞれ
の役割や協働すべきことを明らかにすることで、相互にその教
育力を高め、より良い教育の実現に取り組むこと。

(4)地域住民・保護者・学校が子どもをより良く育む活動を見い
だし、それぞれが役割を果たしながら実践・連携していけるよ
う推進していくこと。

(5)学校が推進する教育活動を理解し、サポートすることで特色
ある学校づくりを推進すること。



霞翠っ子育成協議会（第１回）

学校経営方針の説明・承認 年間計画の策定

教育長より会長へ委嘱状交付教育長挨拶

霞翠っ子育成協議会の内容
回 月 内 容 回 月 内 容

１ ５ ・委員の任命
・役員の選出
・教育委員会指導
・学校運営基本方針承認
・年間計画の策定

５ 10 ・前期学校評価
・各部からの実践報告
・熟議

２ ６ ・教育週間の反省
・教職員との協議・懇親

６ 12 ・各部からの実践報告
・熟議

３ ７ ・各部からの実践報告
・熟議
・授業評価

７ ２ ・各部からの実践報告
・熟議
・後期学校評価

４ ９ ・各部からの実践報告
・わんぱく相撲大会の反省
・熟議

８ ３ ・各部からの実践報告
・熟議
・後期学校評価
・育成協議会評価
・次年度の計画



霞翠っ子育成協議会（第３・４回）

地域実践部の話し合い 家庭実践部の話し合い

行動目標リーフレット作り
地域総掛かりで、霞翠っ子を育てたい！
そのためには、行動目標を設定し、実践することが必要！

地・家・学行動目標リーフレット



共有目標の設定

道徳心の向上

生活力の向上

学力の向上

体力・耐性の向上

コミュニケーション力の向上

平成２８年度重点課題

自己表現がきちんとできる子ども

各部の実践活動（家庭実践部）

学級長部

文化部

体育・校外補導部

保健給食部

研修部

５つの共有目標を達成す
るために各専門部でさま
ざまな取組を実践

・親子の約束
・家庭読書推進
・ＰＴＡ新聞発行
・救命救急講習会
・フッ化物洗口説明会
・ノーメディアデー実施
・学校保健委員会開催
・料理講習会開催
・挨拶運動実施
・校区危険箇所整備
・校地内奉仕作業の実施



各部の実践活動（地域実践部）
連携推進部……挨拶運動

元気

笑顔

各部の実践活動（地域実践部）

連携推進部……環境整備活動（年２回）老人会



各部の実践活動（地域実践部）

連携推進部……幼・小・地区民合同運動会

各部の実践活動（地域実践部）

企画広報部……わんぱく相撲大会の企画・運営

取組の運営

横綱土俵入り
挨拶・表彰

地域・保護者の応援



編集会議の様子

各部の実践活動（地域実践部）
企画広報部……広報誌「コミュニティ翠」の発行

各部の実践活動（地域実践部）

企画広報部…どんぐり隊（土曜体験学習）の運営

◇毎月第３土曜日（年…１０回）
◇午前９時～１１時
◇６教室
ソフトバレー・ゲートボール
サッカー・パソコン
料理・手芸

◇７１名（約８０％の児童）
◇スタッフ
保護者･老人会・歴代Ｐ会長他



地域実践部（企画広報部）

どんぐり隊活動の様子

体育的活動
３教室

サッカー教室

ソフトバレー教室ゲートボール教室

地域実践部（企画広報部）

どんぐり隊活動の様子

文化的活動
３教室

手芸教室

パソコン教室 料理教室



地域実践部（企画広報部）

どんぐり隊活動の様子

アナログゲーム教室

絵画教室

各部の実践活動（地域実践部）

サポート部…学習支援ボランティアの運営

教育課程の中で、教師のサポート活動を行う。
昼休みの見守りや校内の安全点検を行う。

ボランティア名
活動
回数

ボランティア名
活動
回数

囲碁・将棋クラブ ９ ゆめたまぐみ ３９

パソコン １ 教科（音楽科） ３

教科（家庭科） ２ 教科（生活科） ７

教科（算数） ４ かすい応援隊 ８

平成27年度の実績



学習支援ボランティア活動の様子

パソコン支援 家庭科支援

生活科支援 音楽科支援

学習支援ボランティア活動の様子

大型紙芝居 昼休みの見守り

クラブ活動支援
算数科支援



ボランティア感謝会の様子

評価（授業評価）



評価（育成協議会）

教育委員会との関わり

★第１回育成協議会での説明及び指導

★年に２度 学校行事の訪問指導

★学習指導に特化した訪問指導

★運営に係る費用の予算化

★校長ヒアリングの実施



成果と課題

成果

★地域や保護者の学校への関心が高い。

★あこがれの心が育っている。

成果と課題

指導者と心一つに！

大舞台での堂々たる演奏



成果と課題

成果

★地域や保護者の学校への関心が高い。

★あこがれの心が育っている。

★いじめや不登校がない。

課題

★卒業生の成果等の検証ができていない。

★協議会員の引継ぎ

★運営資金の不足

おわりに

御清聴 ありがとうございました。

地域の祭り「勝本港まつり」への全校参加


